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審査結果要旨

 矯正臨床においては,顎間関係の不調和が著しい症例に対しては,外科的矯正治療を第一選択肢

 とする場合が多く,それが顎顔面形態および顎機能の正常化に有効であることが報告されている。

 しかし,開咬を伴う重度の骨格性下顎前突症(以下,骨格性開咬・下顎前突症と呼ぶ)に関しては,

 例外的に後戻りや再発の頻度が高いことが知られており,そのため術前矯正,手術,術後管理など

 に様々な対策が講じられてきた。その中でも,上顎骨に対するLeFortI型骨切り術と下顎骨に

 対する下顎枝矢状分割術あるいは下顎枝垂直骨切り術の同時併用(上下顎移動術)は,骨格性開咬・

 下顎前突症の改善には最も有効な手術法であると推奨されているものの,それを長期的に検討した

 報告はない。

 このような背景のもとに,本研究では,骨格性開咬・下顎前突症を対象として,上下顎移動術適

 溺後の顎骨および咬合の長期安定性を定量的に評癒することによって,上下顎移動術の有効性を検

 証することを臼的とした。

 研究対象(被験者群)として,術後5年経過した還本人骨格性開咬・下顎前突症の中から資料が

 完備していた23例を選択し,また対照群として同様の条件を満呈する開咬を伴わない骨格性下顎前

 突症1剃を用いている。被験者群および対照群ともに症例数がやや少ないものの,術後5年という

 長期経過症例を選択し,かつ比較的条件が均質な資料を用いているため,臨床研究における最も重

 要な条件を満足していると判断できた。

 長期術後安定性に関しては,手術時の上顎骨の変位様趨によって,被験者群を上方移動群(上顎

 骨全体を上方移動した群)と回転群(上顎臼歯部を上方移動,前歯部を下方移動した群)の2群に

 細分し,対照群を含めて3群間の比較を行った。検討には,働面頭部X線規格写真分析に基づく18

 変量を用い,観察時期を①術前矯正,②外科手術,③術後管理,④保定1年,⑤保定i年～5年の

 5期に分け,統計学的にはAN()VAによって各観察時期毎に群間差を求めた。これらの研究方法

 に関しても問題はないものと判断された。

 本研究の結果によれば,保定開始1年の閥に対照群および回転群の咬合が安定していたのに対し

 て,上方移動群がやや再発傾向を示していたものの,保定1年～5年では3群とも極めて高い安定

 性を呈していることが明らかになった。以上のことから,骨格性開咬・下顎前突症の改善には上下

 顎移動術が有効であることを示すとともに,上顎骨全体の上方移動を図らざるを得ない症例に対し

 ては慎重な治療計画を立案すべきであることが明らかとなった。

 本研究によって得られた知見は,矯正臨床上極めて有用であり,従って本論文が課程博士号授与

 に相当するものと判断する。
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